
書

評

川
田

侃

・
国
際
学
叢
書
刊
行

に
当

っ
て

『国
際
関
係
研
究
」
(第

一
巻
)
『権
力
政
治
研
究
』
(第
二
巻
)
『平
和
研
究
』
(第
三
巻
)

清

水

嘉

治

71

は

じ

め

に

一
九
八
〇
年
代

に
入

っ
た
日
本

は
、
政
府
も
地
方
自
治
体
も
、
国
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
当

っ
て
、
「
国
際

化
」
時
代
を
目
標

の
ひ
と

つ
に
か
か
げ

た
。

そ
の
背
景

に
は
、

日
本

が
、
国
際
化
社
会

に
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
か
が
問
わ
れ

る

だ
ろ
う
と

い
う
認
識

な
り
、
問
題
意
識
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

わ
た
く
し
が

一
〇
年
前

に
参
加
し
た
、
=

世
紀

に
向
け
た

『
第

一次
新
神
奈
川
計
画
』
(
一
九
八
七
⊥

6

0
0
年
)
で
も
、

二

一

世
紀
を
め
ざ
し
た
神
奈
川
く
に
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
、
活
力
と
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
お
い
た
。

そ
れ
を
実
現
す

る
た
め

に

六

つ
の
目
標
を
定
め

た
。
①
ふ
れ
あ

い
と
や
す
ら
ぎ

に
満
ち
た

《
地
域
社
会
》

の
創
造
、
②
生
き
が

い
と
個
性
を
尊
重
す

る

《
人

生
八
〇
年
》

の
創
造
、
③

み
ど
り
と
文
化
が
共
生
す
る

《
県
土

・
環
境
》

の
創
造
、
④
産
業

と
県
土

・
環
境

・
技
術
を
結
ぶ

《
地

域
経
済
》

の
創
造
、
⑤
市
民
と
世
界

の
出
会

い
に
よ
る

《
平
和

・
国
際
協
調
》

の
創
造
、
⑥
新
世
紀

の

「
地
方

の
時
代
」
を
開
く
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《
社
会

シ
ス
テ
ム
》
の
創
造

の
六

つ
の
目
標

で
あ

っ
た
。
こ
の
中

の
第
五
の
目
標

で
あ
る

《
平
和

・
国
際
協
調
》
の
創
造

に
注
目
し

て
ほ
し

い
。
そ
れ
は
、
当
時
、
長
洲
知
事
が
力
を
入
れ
た
政
策
目
標

で
も
あ

っ
た
。

そ
の
内
容

は
、
第

一
に
地
域
と
世
界
を
結
ぶ

民
際
外
交

の
実
践

で
あ
り
、
第

二

に
平
和

へ
の
貢
献

で
あ
り
、
第
三

に
基
地
返
還

の
促
進

で
あ

っ
た
。
当
時
、

こ
う
し
た
三
点

に

取
組
み

の
方
向
と
し
て
こ
う
ま
と
め
た

の
で
あ
る
。

「
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
」
時
代

に
対
応

し
、
海
外
自
治
体
や
地
域
と

の
間

に
、
経
済
を
は
じ
め
文
化
、
環
境
、
教
育
な
ど
多
面
的
、

総
合
的
な
幅
広

い
交
流

・
協
力
関
係
を
築

い
て
い
く
た
め
、
「
交
流
か
ら
協
力

へ
、
親
善
か
ら
合
作

へ
」
(神
奈
川
県
と
中
国
遼
寧
省
と

の
合
作
)

向

け
た
交
流

の
目
的
を
鮮
明

に
し
た
政
策
交
流

の
推
進

や
、

友
好
県
州
省
等
と

の
交
流

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
化
な
ど
民
際

外
交

の
新

た
な
展
開
を
市
町
村
と
も
協
力
し
な
が
ら
進
め
る
。

ま
た
N
G
O
や
県
民
と
の
連
携

に
よ
る
開
発
途
上
国

へ
の
協
力
、

支
援
を
推
進
す

る
。

外
国
籍
県
民
と
共
生
を
は
か
り
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め
あ
う
開
か
れ
た
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
外
国
籍

県
民

の
人
権

へ
の
取
組
み
や
留
学
生

に
対
す

る
支
援
、
国
際
化

に
対
応

し
た
ま
ち
づ
く
り
、
国
際
交
流
推
進

の
拠
点
づ
く
り
な
ど
、
県
民

の
国

際
理
解

の
促
進

と
地
域

の
国
際
化
を
は
か
る
、
と

い
う
も

の
で
あ
る
。

さ
い
ご

に
世
界
平
和

の
創
造

に
向
け
た
地
域
か
ら
の
貢
献

の
た
め
に
、
国
際
的
な
要
請
、
課
題

に
対
し
、
自
治
体

で
実
行

で
き

る
施
策
を
積
極
的

に
す
す
あ
る
と
と
も
に
、
自
治
体

と
市
民

と
の
協
力

・
連
携

に
よ
る
平
和

の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
基
地

の
整
理

.
縮

小

・
早
期
返
還

の
取
組

み
を
ね
ば

り
強
く
す
す
あ
る
と
。

こ
こ
に
い
う
市
民
と
世
界

の
出
会

い
に
よ
る
平
和

・
国
際
協
調

の
創
造

の
取
組
み
の
方
向
を
示
し
た
基
本
理
念
、
哲
学
と
は
何

で
あ

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

と
り
わ
け
八
〇
年
代

に
入

っ
て
、
国
、
地
方
自
治
体

が
積
極
的

に

「
国
際
化
」
政
策
を
強
調
す

る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
、
従
来
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の
国
家
間
外
交

の
あ
り
方

の
反
省
も
当
然

な
こ
と
な
が
ら
、
さ
ら
に
地
域
住
民
、
地
域
市
民

の
外
交
、
外
国

の
地
域
住
民
、
市
民

と
の
自
主
的

な
交
流
、
さ
ら

に
わ
た
く
し
た
ち

の
地
域

に
住
む
外
国
籍
住
民
と
の
日
常
的
、
友
好
的
交
流
を
含
め

て
、
国
際
関
係

の
あ
り
方
を
問

い
、
定
着
す

る
た
め

の
市
民

の
生
き

る
生
き
方

が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
の
点
、
神
奈
川
県
は
か
な
り
実

践
し
成
果
を
あ
げ

て
き
た
。

だ
が
市
民
主
体

の
国
際
関
係

の
あ
り
方

は
、
学
問
的

に
は
、

日
が
浅

い
と

い

っ
て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
従
来

の
国
際
関
係

の

主
体

は
、
国
家
間

の

「
力
」
関
係
を
中
心

に
し
た
外
交
関
係

に
あ

っ
た
か
ら

で
あ
る
と

い

っ
て
も
過
言

で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。

い
ま
や
地
方
自
治
体
が
主
体
的

に
民
際
外
交
を
定
着

さ
せ

て
き
た
背
景

に
は
、
国
家
間
の

「
さ
ま
ざ
ま
な
力
」

の
外
交
関
係

へ

の
批
判
と
反
省
が
あ
る
か
ら
だ
。

こ
の
点

に

つ
い
て
の
専
門
研
究
も
乏
し
か

っ
た
。

た
し
か

に
経
済
学

の
分
野

で
も
、
国
家
間

の
貿
易
、
資
本
、
援
助
、
労
働
力
な
ど
の
諸
関
係
を
客
観
的

に
研
究
す
る
分
野
と
し

て
の
国
際
経
済
関
係
論
、

お
よ
び
各
国

に
お
け
る
社
会
的
再
生
産

の
自
立
的
単
位
と
し

て
の
国
民
経
済
の
存
在
を
前
提

に
し
て
国

家
間

の
貿
易
、
投
資
な
ど
を
主
体

と
し
た
経
済
関
係

の
あ
り
方
を
客
観
的

に
研
究
す
る
国
際
経
済
論
、
さ
ら

に
外
国
貿
易
、
資
本

輸
出
、
世
界
市
場

の
再
編
を
通
じ
た
世
界
経
済
論
な
ど

に
限
定
し
た
研
究

に
終
始
し

て
き
た
。
し
た
が

っ
て
私

た
ち
は
、
国
家
間

の
経
済
諸
関
係

の
矛
盾
を
調
整
す
る
国
家

の
あ
り
方
、
国
家
間

の
政
治
的
諸
関
係

の
客
観
的
統
治

の
あ
り
方

の
研
究

と
し

て
の
国

際
政
治
経
済
学
な
ど

の
研
究
を
軽
視
し

て
き
た
よ
う

に
思
う
。
だ
が
最
近
、
第

二
次
大
戦
後

の
国
連
中
心

の
国
際
平
和
外
交

の
あ

り
方
、
地
域
住
民

の
あ
り
方
を
通
じ
た
国
際
政
治
経
済
関
係
学

の
新
し
い
研
究
分
野
を
や

っ
と
開
拓
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

も
ち
ろ
ん
国
際
関
係
と
は
、
国
家
、
国
民
間

の
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
民
族
、
人
間

の
諸
関
係

の
あ
り
方

の
研
究
を
総

合
的

に
研
究
す
る
学
問
分
野

で
あ
り
、

そ
の
あ
り
方
は
多
面
的

ア
プ

ロ
ー
チ
を
伴
う
も

の
で
あ
ろ
う
。
国
際
関
係
論

は
、
従
来

の

国
際
経
済
学
、
国
際
政
治
学
、
国
際
社
会
学
な
ど
を
含

め
た
総
合
的
社
会
科
学

の
学
問
分
野

で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
際
関
係

の
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個
別
科
学

の
総
合
性

と
個
体
的
特
性
を
研
究
す

る
新
し

い
学
問
分
野

で
あ
る
。
だ
が
従
来

の
社
会
学
、
政
治
学
、
経
済
学
、
文
化

学
な
ど
の
学
際
的
研
究

の
総
合
的

ア
プ

ロ
ー
チ
だ
け

で
な
く
、
地
域
住
民
、
各
国
地
域
住
民
主
体

の
国
際
関
係

の
研
究
も
新
し

い

重
要
な
課
題

で
あ
る
。

こ
う
し
た
国
際
学

を
、
戦
後

}
貫

し
て

「
体
系
性
」
を
も

っ
て
研
究
し
た
諸
成
果
が
川

田
侃
教
授

の

『
国
際
関
係
研
究
」

で
あ

る
。
そ
れ
は

『
国
際
学
叢
書
』
全
五
巻

で
構
成

さ
れ

て
い
る
。
第

一
巻
が

『
国
際
関
係
研
究
』
(東
京
書
籍
、

一
九
九
六
年
四
月
刊
)
で

あ
り
、
第

二
巻

が

『
権
力
政
治
研
究
』
(同
上
、
九
六
年
六
月
刊
)
で
あ
り
、
第
三
巻
が

『
平
和
研
究
』
(同
上
、
九
六
年

一
〇
月
刊
)
で

あ
り
、
第
四
巻
が

『
国
際
経
済
研
究
』

で
あ

り
、
第
五
巻
が

『
国
際
政
治
経
済
研
究
」

で
あ
る
。
す

で
に

一
、

二
、
三
巻
が
公
刊

さ
れ

て
い
る
。

周
知

の
よ
う

に
川
田
教
授
は
、

一
九

四
八
年
東
大
経
済
学
部
を
卒
業
後
同
大
学

の
社
会
科
学
研
究
員
と
し

て
国
際
経
済
学
研
究

を
専
攻

し
、
矢
内
原
忠
雄
教
授

の
指
導
を
う
け
た
。
五

一
年
五
月
よ
り
、
教
養
学
部
助
手

・
講
師

・
助
教
授

と
し

て
、
国
際
政
治

経
済
を
研
究
し
、
六

四
年

一
〇
月
よ
り
同
じ
く
東
大
経
済
学
部
助
教
授

・
教
授

と
し

て
.
一〇
年
余
勤
務
し
、
七

二
年
六
月
か
ら
九

六
年
三
月
末
日
ま

で
二
四
年
間
、
上
智
大
学

に
勤
務
し
、
そ
の
大
部
分
を
広

い
意
味

で
の
国
際
学

の
分
野

の
研
究

に
従
事
し
た
。

同
教
授

は
、
そ

の
成

果
を
前
述

の
五
巻

に
集
約
し
、
各
巻

の
主
題

に
添

っ
て
論
文

や
研
究

ノ
ー
ト
な
ど
を
選
択

・
分
類
し
、
そ
れ

ぞ
れ

の
研
究
成
果
を
体
系
的
研
究
書

と
し

て
編
集
し
、
研
究
成
果

の
独
自
性
を
保
持

し

て
構
成
し

て
い
る
。

二

『
国
際

関

係

研
究

』

の
主

内

容

と

問

題

点

こ
こ
で
は
、
ま
ず
は
じ
め

に

『
国
際
関
係
研
究
」
を
取
上
げ

て
紹
介
し
、
論
評
す
る

こ
と

に
す
る
。

本
書
は
、
第

一
部

『
国
際
関
係
概
論
』
(原
型
は

一
九
五
八
年
東
大
出
版
会
よ
り
公
刊
)
と
第

二
部

「
国
際
関
係
研
究
事
始
め
」
か
ら
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構
成
さ
れ
て
い
る
。
第

一
部

の
第

　
章
、
国
際
関
係
論

の
研
究
、
第

二
章
、
国
際
関
係

の
生
成
と
展
開
、
第
三
章
、
国
際
関
係

の

構
造
と
動
態
、
第
四
章
、
国
際
対
立

の
現
勢
、
第
五
章
、
国
際
闘
争
場
裡

に
お
け
る
力
、
第
六
章
、
国
際
関
係

の
組
織
化
、
第
七

章
、
国
際
機
構
と
現
実
政
治
、
第
八
章
、
国
際
協
調
と
平
和

へ
の
要
求
か
ら
成
立
し

て
い
る
。

こ
の
章
別
編
成
を
み

て
も
わ
か
る
よ
う

に
、
現
時
点
か
ら
み

て
も
、
そ

の
後

一
九
八
九
年

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
、
社
会
主
義
国

ソ
連
邦

の
消
滅
、
東
欧
社
会
主
義
体
制

の
崩
壊
、
冷
戦

の
終
結
が
あ

っ
た
と

は
い
え
、
本
書

の
国
際
関
係

の
基
軸
を
民
族

.
市
民

国
家

に
お
い
て
い
る
こ
と
、
国
際
関
係
論

の
成
立
過
程
お
よ
び

そ
の
構
造
と
動
態
を
克
明

に
分
析
し

て
い
る
点
高
く
評
価
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。
国
際
関
係
論

は

「
大
き
な
悲
惨
な
戦
争
か
ら
、

一
般

民
衆

の
切
実

な
自
覚

と
要
求
を
背
景
と
し

て
生
ま
れ
た
も

の
で

あ

っ
た
」
。
国
際
関
係
論

の
研
究

に
と

っ
て

「
国
際
関
係

に
影
響
す

る
諸
要
因
な
ら
び

に
国
際
関
係

に
横

た
わ
る
諸
法
則
を
発
見
す

る
た
あ

の
国
際
的
な
社
会
的
事
実

の
分
析

を

そ
の
研
究

の
核
心
」

に
求

あ

て
い
る
。
著
者

は
、
国
際
関
係
論

に

つ
い
て
の
G

.

カ

ー
ク
、
W

・
A

・
ロ
ブ

ス
ン
の
見
解
を
紹
介
し

つ
つ
、
形
成
過
程
の
学
問

で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

こ
の
研
究

は
、
第

一
次
大
戦

後

の
期
間

、

三
〇

年

代

に
お

い

て
か
な

り

進

ん
だ

こ
と
、

E

・
H

・
カ

ー

の

『危

機

の
二
〇

年
i

一
九

一
九

年
i

三

九
』

を
国

際
関
係

の
現
実

と
理
念
と
の
総
合
と
し

て
評
価
し
、
さ
ら

に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
三
〇
年
代
後
半
か
ら
第
二
次
大
戦
中

に
か
け

て
、

こ
の
研
究

は
地
域
研
究
と
結
び

つ
け

て
展
開
さ
れ

て
い
る
点
を
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
日
本

の
研
究

の
立
遅
れ
を
痛
切

に
感
じ

る
。

そ
の
他
、
権
力
政
治
、
勢
力
均
衡
政
策

の
主
唱
者

で
、

ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
書

と
し

て
モ
ー
ゲ

ン
ソ
ー

の

『
国
際
政
治
論
』
を

厳
し
く
批
判
し
た
点

は
説
得
性
を
も

っ
て
い
る
。
著
者

は
モ
ー
ゲ

ン
ソ
ー
を
権
力
闘
争

の
分
析
を
も

っ
て
国
際

関
係
論

の
本
質
と

み

て
い
る
。

国
際
関
係
論

の
歴
史
を
み
る
と
、
重
商
主
義
か
ら
自
由
主
義
時
代
さ
ら
に
帝
国
主
義
時
代
を
通
じ

て
国
家
間

の
権
力
関
係

の
客

観
的
事
実
を
ふ
ま
え

て
、
そ
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
把
握
す

る
。
近
代
帝
国
主
義

は
、
「
政
治

・
経
済

・
社
会

・
民
族
心
理
お
よ
び
民
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族
感
情
等
、
複
合
的

な
内
容
を
も

つ
運
動

で
あ
り
、
民
族
的
誇
り
や
民
族
的
威
信

(冨
口
8

巴
胃
Φω
口
αq
Φ
)
も
し
く
は
個
人
的
冒
険
心

な
ど

の
強
力

な
感
情
的
動
機
、

植
民
地
域

の
文
明
化
使
命

(田
凶ωω一〇
コ
O
h
O
梱く
一一一N9
一一〇
口
)

と

い

っ
た
精
神
的
動
機
、

民
族
的
安
全

(莚
ぎ

口
巴
ω①
。
鼠

ε

、
民
族
的
生
命
線
を
確
保

せ
ん
と
す
る
軍
事
的
も
し
く
は
戦
略
的
動
機
、
過
剰
人
口
の
た
め

の
移
住
地
を
得

よ
う
と
す

る
人

口
的
動
機
、

こ
れ
ら

の
さ
ま
ざ
ま
な
動
…機
が
、
経
済
的
動
機

と
と
も

に
帝
国
膨
張

の
原
因
と
し

て
現
わ
れ
た
」

だ
が

こ
こ
で
重
要
な
動
機

は
、
商
品
、
資
本
市
場
、
な

ら
び

に
原
料
供
給
地
を
確
保
し
よ
う
と
す

る
資
本
主
義

の
要
求
を
あ
げ
、

と
く

に
資
本
輸
出
が
、
近
代
帝
国
主
義
発
生

の
基
本
動
機

で
あ
る

こ
と
を
説
得
的

に
分
析
し

て
い
る
。

さ
ら
に
第

二
次
人
戦
後
、
米

・
ソ
の
二
大
陣
営

の
分
裂

と
民
族
国
家

の
命

運

・
存
立
、
民
族
と
国
家

の
関
係
、
民
族
と
人
種
、

土
地
も
し
く
は
領
域
、
民
族
と
宗
教
、
言
語
、
風
習
お
よ
び
伝
統
な
ど
国
際
関
係

の
あ
り
方
、
内
容
を
豊
富
な
資
料
を
ふ
ま
え
て

国
際
関
係

の
中
味
を
解
明
し
て
い
る
。
国
際
対
立

の
現
勢

の
内
容
を
、
資
本
主
義
圏
内

に
お
け
る
対
立
、
植
民
地
民
族
主
義
と
植

民
地
支
配
国

の
対
立

(植
民
地
民
族
主
義
の
勃
興
と
そ
の
発
展
、
植
民
地
統
治
方
式
の
修
正
、
植
民
地
民
族
革
命
と
共
産
主
義
革
命
)
が
克
明

に
指
摘
さ
れ
、

二
大
陣
営

の
対
立
を
複
合
的

に
分
析
し
、
国
際
権
力
闘
争

の
形
態
と
性
格

・
国
際
法

・
国
際
機
構

の
性
質

・
意
義

を
示
し
、
最
後

に
市
民
主
体

の
国
際
協
調
と
下
か
ら

の
平
和

へ
の
要
求
を
説

い
て
い
る
。
著
者
は
、
国
際
関
係

の
基
本
的
あ

り
方

を
国
際
的
社
会
的
不
公
正
、
経
済
的
格
差

の
是
正
を
限

り
な
く
追
及
し

て
い
く
こ
と
と
平
和
研
究
を
結
合

さ
せ
て
い
る
点

に
本
書

の

ユ
ニ
ー
ク
性
が
あ
る
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
大
畠
英
樹

(早
大
教
授
)
氏

の
解
説

(三
八
七
⊥

二
九
四
ペ
ー
ジ
)
に
も
あ
る
よ
う

に

「
本
書

の
全
章
を
貫
く
バ
ラ

ン
ス
感
覚

と
い
い
う
る
中
正
的
実
証
的
姿
勢

で
あ
る
」

(三
九
二
ペ
ー
ジ
)。

本
書
が
提
起
し
た
国
際
関
係
論

の
重
厚

な
問
題
展
開
、
方
法
論
を
ふ
ま
え

て
、
激
動
す
る
今
日
の
世
界
情
勢
を
ど

の
よ
う
に
分

析
し
た
ら
よ

い
か
、

こ
れ
が
私
た
ち

に
残

さ
れ
た
課
題

で
あ
ろ
う
。

わ
た
く
し
は
、

そ
れ
を
地
域
主
義

の
足
場
を
ふ
ま
え
た
国
際

関
係
論
を
展
開
す

べ
き
だ
と
考

え

て
い
る
。
す

で
に
、

わ
た
く
し

は
、

そ
の

一
部
を

『
第

二
次
新
神
奈
川
計
画
』

に
お
け
る
市
民

'
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と
世
界

の
出
会

い
に
よ
る

《
平
和

・
国
際
協
調
》

の
創
造
と
連
動
す

る
も

の
と
考

え
て
い
る
。

に
世
界

に
開
き
地
域

に
根
づ
く
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

三

『
権
力
政
治
研
究
』
の
主
内
容
と
問
題
点

だ
か
ら
本
書

へ
の
論
評

の
は
じ
め

さ
ら
に
、
川
田
教
授

は

『
権
力
政
治
研
究
』
(「国
際
叢
書
」
第

.巻
、

一
九
九
六
年
六
月
刊
、
東
京
書
籍
)
で

「
権
力
政
治
と
帝
国
老

義
」
「
経
済
軍
事
化
と
力

の
政
策
」
、
「
冷
戦
時
代

の
到
来
」
を
説

い
て
い
る
。
権
力
政
治
と
は
、
国
際
政
治

の
本
質
が
国
家
間

の
権

力
関
係

に
よ

っ
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
め
ぐ

っ
て
展
開
さ
れ
る
闘
争
的
過
程
、
権
力
闘
争

で
あ

る
と

い
う
。
彼
は
そ
の
権
力
思
想

を
実
証
的

に
解
明
し

て
い
る
。
と
く

に
第

一
部

の

「
権
力
政
治
と
帝
国
主
義
」

で
は
、
西
欧

の
権
力
政
治

の
構
造
と
動
態
、
力

の

性
格
と
国
家
的
利
益
、
力
関
係

の
重
厚
性
と
複
合
性
と
勢
力
均
衡
主
義

へ
の
内
在
的
批
判

と
主
体
的
平
和

の
創
造
を
説

い
て
い

る
。
と
く

に
わ
た
く
し
の
興
味
を
誘

っ
た
論
稿
は
、
近
代
帝
国
主
義
批
判

イ
ギ
リ

ス
帝
国
主
義
研
究
者
と
し

て
の
J

・
A

・

ホ
ブ

ス
ン
の
過
少
消
費
説
と
そ
の
帝
国
主
義
論

で
あ

っ
た
。

そ
の
論
稿
は
き
わ
め
て
重
厚
な
研
究

で
あ
る
。

ホ
ブ

ス
ン
の

『
産
業
組
織
論
』
(
　
九

一
〇
年
)
、
『
富

の
科
学
」
(
一
九

一
四
年
)
、
『
近
代
資
本
主
義
発
達
史
論
』

(
一
九
〇
六
年
)
な

ど
を
通
じ

て
、
彼

の
過
少
消
費
説

の
理
論
と
帝
国
主
義

の
核
心
的
勢
力
と
し

て
の
投
資
家
階
級

と

の
関
連
も
明
ら
か

に
し

て
い

る
。
と
く
に
ホ
ブ

ス
ン
が
過
少
消
費
説

に
基
づ
く
国
内

の
過
剰
資
本

の
排
け

口
と
し

て
の
帝
国
主
義
を
批
判
し
た
こ
と
を
分
析
、

一
方

で
近
代
帝
国
主
義

の
現
象
を
資
本
主
義
社
会

の
根
本
矛
盾
と
考
え

て
分
配

の
不
平
等
と
を
結

び

つ
け

て
い
た
こ
と
を
説
き
、

他
方

で
国
内

に
お
け
る
民
主
主
義

の
勢
力

へ
の
期
待
と
世
界
経
済

の
平
和
的
協
力
機
構

の
実
現
を
期
待
し
た
こ
と
を
分
析
し
た
。

そ
の
他
、
第

二
次
大
戦
後

の
経
済
軍
事
化
と
力

の
政
策
を
系
統
的

に
批
判
し
、
国
際
関
係

に
お
け
る
平
和

の
定
着
が

い
か

に
重
要

で
あ

る
か
を
実

証
的

に
論
じ

て
い
る
。
「
冷
戦
時
代

の
到
来
」
で
、
米

・
ソ
両
超
大
国
を
そ
れ
ぞ
れ

の
頂
点
と
す
る
東
西
対
立
、
国
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際
体
系

の
変
容
、
米

ソ
冷
戦
構
造
、
核
抑
止
体
制

と

「
恐
怖

の
均
衡
」
、
「
相
対
確
証
破
壊
」
等

の
米

ソ
核
戦
略
体
制
と
核
軍
拡
競

争
な
ど
を
取
扱

い
、
勢
力
均
衡
政
策
が
大
国

の
政
策

で
あ

っ
て
、
た
え
ず
小
国

が
そ
の
犠
牲

と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
、
勢
力

バ
ラ
ン
ス
論

が
本
質
的

に
不
安
定

な
体
制

の
自
己
矛
盾

の
体
系

で
あ
る

こ
と
を
実
証
的

・
文
献
的

に
証
明
し

て
い
る
。

こ
の
点
、

見
事
な
論
理
展
開
と

い

っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

一
方
、

こ
こ
で
市
民

の
論
理
と
権
力

の
論

理

の
諸
関
係
を
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
展
開

さ
れ

て
い
れ
ば
、
よ
り
説
得
力
を
も

っ
た

こ
と

で
あ
ろ
う
。

四

『
平
和
研
究
』
の
基
本
論
点

さ
ら

に
著
者

は
、
『
国
際
学
…叢
書
』
第
三
巻

に
当

る

『
平
和
研
究
』
(九
六
年

一
〇
月
刊
、
東
京
書
籍
)
を
公
刊
し
、
そ
れ
は
既

に
論

評
し
た

『
国
際
関
係
研
究
」
、
『
権
力
政
治
研
究
」

の
続
編

に
当
る
。

『
平
和
研
究
』
は
、

い
ま
だ

に
こ
の
国

に
お

い
て
は
悲
惨
な
戦
争
体
験
を
も

っ
て
い
る
も

の
の
、
未
開
拓
な
研
究
分
野

で
あ

る
。

い
う
ま

で
も
な
く
、
平
和
研
究

と
は
、
平
和

の
価
値
観

に
立

っ
て
、
戦
争

の
原
因
、
動
機
、
実
態
な
ど
を
研
究

し
、
恒
久
平
和
を

確
立

で
き
る
未
来
秩
序
形

成

の
た
め

の
諸
条
件
、
諸
方
策
等
を
検
討

す

る
こ
と
を
基
本
的
任
務
と
す

る
新
し

い
学
問
分
野

で
あ

る
。

そ
れ
は
平
和
学
、
平
和
科
学
な
ど
と
も

い
わ
れ
、
川
田
教
授
は
、

こ
の
研
究
分
野

の
パ
イ
オ

ニ
ア
的
存
在

で
あ
る
と
い

っ
て

も
よ

い
で
あ
ろ
う
。

『
平
和
研
究
』
の
第

一
部

で
は
、
社
会
科
学

に
お
け
る
平
和
研
究

の
位
置
づ
け
を
性
格
づ

け
て
い
る
。
平
和
研
究

の
制
度
化
と
国

際
的
連
携

に
お
い
て
は
、
平
和
研
究
と
世
界
情
勢
、
国
際
平
和
研
究
学
会

(
I
P
R
A
)
の
発
足
、
平
和
研
究

の
国
際
学
術
交
流

.

平
和
研
究

の
領
域

・
方
法
を
文
献
的

・
制
度
的

に
明
ら
か
に
し
、
「
平
和
研
究
は
多
角
的

・
総
合
的
な
も

の
で
あ

る
か
ら
、
広

い
範

囲

の
学
問
分
野

の
研
究
者

た
ち
が
率
直
な
心
と
寛
容
さ
を
も

っ
て
協
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
平
和
研
究
と
は
、
平
和
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の
た
め

の
研
究

で
あ
り
、

そ
れ

は
戦
争

の
防
止

と

い
う
問
題
を
扱

う
だ
け

で
な
く
、
人
類

社
会

の
統
合

・
発
展
を
も
扱

う
点

で

「消
極
的
平
和
」
と

「積
極
的
平
和
」
の
双
方
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
は
平
和

の
た
め

の
政
策
提
言
を
含
む
応
用
科
学

で
あ
り
、
学
際

的
性
格
を
も
ち
、
概
念
上

も
制
度
上
も
国
際
的

な
も

の
で
あ
り
、

イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ

マ
リ

ー
な
も

の
を
志
向
し

て
い
る
こ
と
を
明

ら
か

に
し
て
い
る
。
欲
を

い
え
ば
、
今
日

の
グ

ロ
ー
バ
ル
化

の
中

で
平
和
学

の
新
し
い
あ
り
方
を
地
球
環
境
保
全
と
の
関
連

で
究

明
し

て
頂
き
た
か

っ
た
。

平
和
研
究
が
応

用
科
学

と
し

て
、
現
実

の
平
和
構
築

に
役
立

つ
も

の
で
あ

っ
て
ほ
し

い
し
、

い
ま
や
平
和
研
究

が
地
球
市
民

に

と

っ
て
平
和
運
動

・
市
民
運
動
と
連
動
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

こ
の
点

に

つ
い
て
も
重
厚

に
論
じ

て
い
る
。

五

さ

い

ご

に

と
も
あ
れ
、
現
時
点

ま

で
の
川
田
侃
教
授

の
国
際
学

の
体
系
的
研
究
は
、
量

・
質
と
も

に
秀
れ

て
お
り
、

そ
の
研
究
上

の
活
力

と
魅
力

に
圧
倒

さ
れ
る
。
論
評

の
中

で
、
い
く

つ
か
の
問
題
点
を
提
出

し
た
が
、
川
田
国
際
学
体
系

の
根
本
理
念
は
、
平
和
主
義
、

市
民
主
義

に
あ
る
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点

で
、
あ
え

て
は
じ
あ
に
書

い
た
の
は
川
田
教
授

の
国
際
学

の
理
念
が
今

日

地
方
自
治
体

の

「
国
際
関
係
」

の
あ
り
方

の
目
標

に
生
か
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
と
考
え

て
い
る
。

教
授

は
、
国
際
経
済
学

に

つ
い
て
も

ユ
ニ
ー
ク
な
論
稿
を
も

の
に
し

て
き
た
。
そ
れ
は
今
後

『
国
際
経
済
研
究
」
、
さ
ら
に

『
国

際
政
治
経
済
学
研
究
」

に
ま
と
め
ら
れ
、
川
田
国
際
学

の
集
大
成
と
し

て
具
体
化

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
心

か
ら
期
待
し

て
い
る
。

わ
た
く
し
は
、
世
界
経
済
論

の
研
究
を
通
じ

て
川
田
教
授

の
国
際
学

に
負
う
と

こ
ろ
大

で
あ
る
。
今
後
も
、
教
授
が
国
際
学
体

系
化
を
構
築
し
、
私

た
ち
後
輩

に
教
示
し

て
頂
く

こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
あ
る
。
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(
さ

い
ご

に
な

っ
て
恐
縮

で
す

が
、
川
田
教
授

の
国
際
学
体

系
叢
書

も
あ
と

二
巻

に
な

り
ま
し
た
。
鶴
首
し

て
待

望

し

て
い
る
者

で
す

が
、
何

よ
り
も
出
版

の
仕
事

は
厳
し

い
も

の
で
す

。
ど

う
か
健
康

第

一
に
お
仕
事

を
し

て
下

さ

い
。

自
信

は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
わ
た
く

し
な
り

に
癒

す

心
と
治
す
力

を
自

ら

の
中

に
も
ち
た

い
と
努
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
も
教
授

か
ら

の
学
問
的
刺

激

の
賜

で
あ

っ
た

と
思

い
ま
す
。

一
九
九
七

年

二
月

二
十

六

日

)


